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１
月
臨
時
会

　

緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、
１
月

22
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
市
長

か
ら
１
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お

け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。補

正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
た
め
の
経
費
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
な
ど
の
各
種
委
託
料
、

郵
便
料
、
会
場
使
用
料
な
ど
の
追

加
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳

入
歳
出
と
も
に
10
億
５
６
０
６
万

６
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
８
５
７
億
２
０
４
０
万
１
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
増
額
す
る
経
費
に
つ
い

て
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

２
月
定
例
会

　

２
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

３
件
、
委
員
会
か
ら
３
件
の
議
案

が
、
ま
た
市
長
か
ら
43
件
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
市
長
提
出
議
案
》

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
市
文
学
館
条
例
に
定
め
る

鎌
倉
市
文
学
館
の
指
定
管
理
者

を
、鎌
倉
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
・

国
際
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
共
同
事
業
体

に
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

期
間
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
た
め
の
経
費
と
し
て
、

集
団
予
防
接
種
会
場
整
理
員
配
置

に
係
る
経
費
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

業
務
や
シ
ス
テ
ム
改
修
の
委
託
料

お
よ
び
高
齢
者
向
け
タ
ク
シ
ー
助

成
に
係
る
経
費
な
ど
を
追
加
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と

も
に
６
億
２
０
３
１
万
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
８
３
１
億

８
７
２
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
増
額
す
る
経
費
に
つ
い

て
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、
付
託
先

の
総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

高
齢
者
向
け
タ
ク
シ
ー
助
成
に
係

る
経
費
２
億
５
４
１
８
万
１
千
円

を
削
除
す
る
内
容
の
修
正
案
が
一

部
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
修
正
案
は
少
数
の
賛
成
に
よ

り
否
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
本
会
議

に
お
い
て
、
千
一
議
員
、
く
り
は

ら
え
り
こ
議
員
、
長
嶋
竜
弘
議
員

ほ
か
３
名
か
ら
、
委
員
会
修
正
案

と
同
内
容
の
修
正
動
議
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
修
正
動
議
を
否
決
し
、そ
の
後
、

多
数
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
市
民
活
動
推
進
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

市
民
活
動
お
よ
び
協
働
の
活
性

化
に
向
け
て
、
充
実
し
た
市
民
活

動
が
行
え
る
よ
う
、
市
民
活
動
に

対
す
る
財
政
的
支
援
の
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
基
金
を
設
置

し
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
既
成
宅
地
等
防
災
工
事
資

金
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
内
に
数
多
く
存
在
す
る
民
有

崖
地
に
つ
い
て
、
工
事
資
金
を
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
措
置

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
令

和
元
年
の
台
風
15
号
お
よ
び
19
号

の
被
害
や
昨
今
の
自
然
災
害
の
発

生
を
受
け
、
民
有
崖
地
に
お
け
る

予
防
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、

工
事
費
補
助
金
の
限
度
額
を
、
防

災
工
事
に
つ
い
て
は
２
５
０
万
円

か
ら
５
０
０
万
円
に
、
ま
た
、
こ

の
う
ち
、
伐
採
工
事
に
つ
い
て
は

60
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
人
事
案
件
》

教
育
委
員
会
委
員

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
後
任
者
と
し
て
、
議
会
で

は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
、
令
和
３
年
３
月

24
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

長な
が

尾お 
直な

お

美み

氏
（
津
西
在
住
）

観
光
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察
に

業
者
が
同
席
を
し
た
事
実
関
係

解
明
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

―
調
査
を
終
了
―

　

委
員
会
で
は
、
令
和
元
年
10
月

17
日
に
行
わ
れ
た
香
川
県
に
あ
る

民
間
の
生
ご
み
資
源
化
施
設
へ
の

観
光
厚
生
常
任
委
員
会
の
行
政
視

察
に
お
い
て
、
市
内
の
業
者
が
同

席
を
し
た
こ
と
に
関
す
る
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

調
査
に
当
た
り
、
業
者
が
所
属

す
る
組
合
の
関
係
者
お
よ
び
視
察

先
の
施
設
の
代
表
者
、
な
ら
び
に

視
察
に
参
加
し
た
一
部
議
員
に
対

し
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
ほ
か
、

資
料
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
し
て
、 

事
実
関
係
の
解
明
を
図
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
調
査
項
目
で
あ
る
、

業
者
が
行
政
視
察
の
詳
細
な
日
程

を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
経
過
に
つ

い
て
は
、
議
員
な
ら
び
に
視
察
先

の
職
員
に
対
し
て
問
い
合
わ
せ
を

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
分
か
り

ま
し
た
が
、
業
者
が
視
察
先
に
来

た
理
由
に
つ
い
て
は
、
業
者
は
視

察
先
の
手
伝
い
で
あ
る
と
述
べ
た

一
方
で
、
視
察
先
の
施
設
の
代
表

者
は
、
見
学
に
来
て
ほ
し
か
っ
た

が
、
具
体
的
な
手
伝
い
の
依
頼
は

し
て
い
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
真

意
は
分
か
ら
な
い
と
判
断
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
議
員
が
関
与
す

る
違
法
性
の
あ
る
行
為
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
鎌
倉
市
議
会

議
員
倫
理
基
準
に
照
ら
し
て
、
本

市
の
業
務
を
担
う
可
能
性
が
あ
る

業
者
を
市
議
会
の
行
政
視
察
に
同

席
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
市

民
か
ら
指
摘
を
受
け
る
よ
う
な
行

動
は
慎
む
べ
き
で
あ
り
、
常
に
襟

を
正
し
て
議
員
活
動
に
当
た
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
２
月
12
日
の

本
会
議
で
委
員
長
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
議
会
で
は
、
委
員
長
報
告
を
承

認
し
、
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

改
選
を
控
え
、
今
期
最
後
の
議

会
だ
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

１
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
を
徹
底
し
た
議
会
運

営
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
例
年
開
催
し
て
い
た
「
議
会

報
告
会
＆
意
見
聴
取
会
」
の
中
止

を
決
定
し
ま
し
た
が
、
実
施
に
向

け
た
検
討
を
模
索
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

方
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
若
年
層

に
向
け
た
新
し
い
取
り
組
み
や
発

信
な
ど
、
次
期
に
つ
な
が
る
協
議

も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よ
り
一
層
、
開
か
れ
た
議
会
と
し

て
活
動
が
お
伝
え
で
き
る
よ
う
来

期
に
期
待
し
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員

 

安
立　

奈
穂

編
集
後
記

可決した決議

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
していません。

議決された主な議案等
○：賛成　－：反対

公
　
明
　
党

鎌
倉
市
議
会

議
　
員
　
団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議
　
員
　
団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神
　
奈
　
川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌
　
　
倉
　
　
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石
　
和
久

西
岡
　
幸
子

納
所
　
輝
次

吉
岡
　
和
江

武
野
　
裕
子

高
野
　
洋
一

池
田
　
　
実

前
川
　
綾
子

山
田
　
直
人

志
田
　
一
宏

森
　
　
功
一

伊
藤
　
倫
邦

中
村
　
聡
一
郎

河
村
　
琢
磨

久
坂
　
く
に
え

保
坂
　
令
子

安
立
　
奈
穂

髙
橋
　
浩
司

日
向
　
慎
吾

千
　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

竹
田
　
ゆ
か
り

長
嶋
　
竜
弘

松
中
　
健
治

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － － － － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － －

－ － － ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※�１月臨時会では市長提出議案１件、２月定例会では市長提出議案43件、市長提出議案に対する修正動議１件、議員提出議案３件、
委員会提出議案３件、請願１件、陳情３件、特別委員長報告２件の採決を行いました。下記以外の議案等への賛否については、
議会事務局へお問い合わせください。

１月
臨時会

補正
予算 第94号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第10号） 可決

２
月
定
例
会

新年度
予算

第118号 令和３年度鎌倉市一般会計予算 可決

第120号 令和３年度鎌倉市国民健康保険事業特別会計予算 可決

条例
第125号 鎌倉市市民活動推進基金条例の制定について 可決

第126号 鎌倉市既成宅地等防災工事資金助成条例の一部を改正する
条例の制定について 可決

補正
予算 第137号

令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第13号） 可決

令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第13号）に対する� �
修正動議 否決

議会
議案

第16号 北鎌倉隧道の早期通行再開を求める決議について 可決

第18号
ＳＤＧｓ未来都市として、鎌倉市がプラスチックごみ等発
生抑制、プラスチック資源循環促進の先進的取組を行うよ
う求めることに関する決議について

可決

請願 第４号 商店街の実態把握と事業者支援策の強化を求める請願書 可決

可決した決議の
全文は、こちら
からご覧いただ
けます▼

　２月定例会で、下記の決議に係る議会議案を可決しました。
◇ 北鎌倉隧道の早期通行再開を求める決議について
◇ 鎌倉市としてプラごみゼロ宣言をした立場でマイクロプラスチック

の発生源である人工芝グラウンドのクラウドファンディングの広
告塔になったことについて松尾市長に猛省を求める決議について

◇ ＳＤＧｓ未来都市として、鎌倉市がプラスチックごみ等発生抑制、
プラスチック資源循環促進の先進的取組を行うよう求めることに
関する決議について


